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令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 
原 町 赤 十 字 病 院
救 護 派 遣と活 動 の 記 録

1月1日（月）
院内災害対策本部設置　情報収集等
1月1 0日（水）～1月14日（日）
赤十字救護班（7名）を珠洲市に派遣
避難所のアセスメント、巡回診療等
2月1 1日（日）～2月15日（木）
赤十字救護班（7名）を珠洲市に派遣
避難所のアセスメント、巡回診療等
2月2 4日（土）～2月28日（水）
赤十字救護班（7名）を珠洲市に派遣
避難所のアセスメント、巡回診療等
3月4日（月）～3月11日（月）
こころのケア要員（1名）を石川県に派遣

避 難 所 の 生 活 状 況 を 確 認 し 、医 療 ニ ー ズ の 把 握 を す る こ
と で す 。避 難 者 数 や ラ イ フ ラ イ ン の 有 無 だ け で は な く 、
過 密 度 や 室 温 、 プ ラ イ バ シ ー が 保 た れ て い る か ど う か 等
も 確 認 し ま す 。 ま た 、手 洗 い 環 境 や ト イ レ の 状 態 な ど も
細 か く 見 て 回 る こ と で 避 難 所 で の 健 康 を 維 持 す る た め の
アド バ イ ス も 行 い ま す 。日 赤 救 護 班 が 実 施 し た ア セ ス メ ン
ト で 収 集 さ れ た 情 報 は 、D M A T や D P A T な ど の 活 動 に も
活 か さ れ 、被 災 地 の 医 療 支 援 に 広 く 役 立 て ら れ ま し た 。

避難所のアセスメントとは？
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我 々 第 � 班 の 活 動 時 期 は 、昼 間 の 巡 回 診 療 時 に 避 難 所 に いる被 災 者 の
方 は ほ とんど お らず、み な さん お 家 の 片 付 け や 仕 事 に 出 か け て い まし
た 。一 見 すると地 震 で 止 まった 時 間 が 少しず つ 動 き 始 め て いるように 感
じるの で す が 、実 際 に 目 の 前 に 広 が る能 登 半 島 地 震 が 残した 悲 惨 な 光
景 は 想 像 を はるか に 超 えて いました 。大 切 なもの を 失 い 、行 先 の 見 え な
い 暗 闇 の 中 に いる被 災 者 の 方 々の 悲 痛 な 思 い は 計り知 れ ま せ ん 。この
被 災 地 の 復 興 に は 多くの 時 間 が か か るでしょう。全 国 から の 心 温 か い
支 援 が 被 災 者 の 方 々の 生 きる力 と なります。ひとりでも多くの 方 が 一 日
も早く笑 顔 を 取り戻 せ るように 、今 後 も出 来 る限りの 支 援 活 動 を 継 続し
な け れ ばと感じました 。

令 和 � 年 能 登 半 島 地 震 ⸺ 

令 和 � 年 � 月 � 日 � � 時 � � 分 頃 、 石 川 県 能 登 地 方 に て 震 度 � の 揺 れ が
観 測 さ れ ま し た 。 以 降 � 月 � 日 ま で 震 度 � 以 上 の 揺 れ が 繰 り 返 し 発 生 し 、
家 屋 や 道 路 の 相 次 ぐ 倒 壊 に 土 砂 災 害 も 起 こ る 中 、 人 々 は 避 難 生 活 を 余 儀
なくさ れ ま し た 。

赤 十 字 に 入 社 し て � 年 目 で す が 、初 め て 救 護 班 派 遣 に 参 加 しまし た 。
常 日 頃 から 災 害 救 護 の 訓 練 は 受 け て い まし た が 、実 際 の 派 遣 と な ると
自 分 に 務 ま る の か 不 安 でし た 。被 災 地 で は 倒 壊 し た 住 宅 や 潰 れ た 車
を 目 の 前 に し て 言 葉 を 失 い まし た 。水 道 や 道 路 は 未 だ 復 旧 し て い な
い 場 所 も 多 く、避 難 所 生 活 は い つ 終 わ る の か わ か ら な い 状 況 で す 。
巡 回 診 療 や 避 難 所 ア セ スメント 等 の 活 動 は チ ー ム の メンバ ー と 助 け
合 い な が ら 、ま た 先 輩 から 教 わりな が ら 、無 事 に 次 の チ ー ム へ 引 き 継
ぐこと が で きまし た 。

経 営 管 理 課  主 事  岩 渕  真 太 朗

整 形 外 科 部 長  齋 藤  健 一



興味のある方は下記へお電話いただくか、右のQRコードよりメールでご連絡ください。

原町赤十字病院　総務課　採用担当宛　0279-68-2711　平日8：30-16：30

看護師（正・准）
救急外来から入院、訪問看護まで幅広く様 な々医療を行っており、

確かなスキルが身につきます。

• 新卒、既卒は問いません

• 教育体制充実、資格取得サポートも

• ブランクがある方でも大歓迎です

育児中や介護中などで短時間しか働けないなど、ご相談ください。

看護助手
患者様の身の回りのお世話が主なお仕事です。

たくさんの”ありがとう”をもらえるやりがいのあるお仕事です。

• 資格がなくてもOK

• パソコンスキルは不要

• 身体を動かすのが好きな方向き

10代から60代まで幅広い世代が一緒に働いています。

一緒に働いてみませんか？　原町赤十字病院看護部では看護師、看護助手を募集中です。
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新 任 看 護 部 長 挨 拶

令 和 � 年 4月1日より、剣 持 前看 護部 長の後 任として看 護部 長
を拝命致しました嶋村洋子と申します。地域の皆様におかれま
しては、日頃より原町赤 十字 病 院の運営に対してご 支 援ご協
力を賜り、心より感謝申し上げます。
原町赤 十字 病院は、昭和2�年に診 療所として開設され 、今 年
度で�2年目を迎える歴史ある病院です。吾妻地域の中核病院
として「思いやりのある患者様 本位の医療を推 進し、地 域 社会に貢献する」との病院 理 念のもと、
「思いやりのある看 護 」や「地 域 社会に貢献 できる」人材の育成に取り組んでおります。
現在、吾妻地域では人口は�万人を下回り、高齢化率は41％を超えています。更に今後は20年間で約2万人の
人口減少が見込まれており、医療現場で働く人材の確保や病院運営などについて、更に厳しい状況を迎え
る事が予測されています。このような状況の中で、地域の中核病院として、地域から何を望まれていてどんな
医療を提供すべきか、生き残りをかけて真剣に取り組んでいかなければならないと考えております。
少々厳しいお話をいたしましたが、最後に日本赤十字社の使命について触れたいと思います。赤十字は
「私たちは苦しんでいる人を救いたいという思いを結集し、いかなる状況下でも、人間のいのちと健康、
尊厳を守ります」という使命のもと医療に携わっています。看護部長として、患者様やご家族に関わる職
員一人ひとりが、患者様のいのちと健康、尊厳を守り、やりがいと誇りを持って職務を全うできる組織を
創りあげる事ができるよう、努力していく所存です。
今後ともどうぞ宜しくお願い申し上げます。

看 護 部 長 　 嶋 村  洋 子



月 火 水 木 金 土

午 前 井 上
（予約制）

― 内  山 ― ― ―

午 後 龍 﨑 ― ― ― ― ―

一緒に働いてみませんか？　原町赤十字病院看護部では看護師、看護助手を募集中です。
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新 任 医 師 紹 介

栗
く り ば ら ゆ う き

原勇希
出 身 地：群 馬 県 　 趣 味：ス ポ ーツ 観 戦 　 特 技：野 球 、テニ ス など
地 域 の 皆 様 の お 役 に立てるように頑 張ります。
少しでも気 になることがござ いましたらお 気 軽 にご相 談ください。

総合診療科

大
だ い く て つ や

句哲也
出身地：石川県珠洲市　趣味：旅行とお いしいお酒　特技：統計など数的処理
地 域 の 皆 様 の 健 康 を 支えられるよう、誠 心 誠 意 、診 療 に 当 たってま いります。
どうぞよろしくお 願 い いたします。

内科

中
な か た に だ い す け

谷大輔
出 身 地：埼 玉 県 川 越 市 　 趣 味：ゴ ルフ　 特 技：長 時 間 の 息 子 の 抱っこ
半 年 間と短 い間 です が、原 町 の 医 療 に少しでも貢 献 できるように頑 張ります。
どうぞよろしくお願 いします。

内科

4 月から皮膚科の診療体制が変わります

医師の都合により急遽休診となる場合がございます。
受診前にホームページでご確認いただくか、お電話でお問い合わせください。
0279-68-2711　8:30-16:50
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2 0 2 4 年 1 月 2 9 日 、 東 吾 妻 町 出 身 の 「 きり絵 画 家 」 大 塚 久 枝 様より、 作 品 2 点 を 寄 贈し
て い た だ きました 。 寄 贈 作 品 は 、 茨 城 県 内 の 水 辺 を 表 現した 「 夏 の 日 の 午 後 」（ 写 真 左 ）
長 野 県 を 流 れ る梓 川と焼 岳 を 描 い た 「 信 州 、 梓 川 の ほとり」（ 写 真 右 ）。
" 病 院 を 訪 れ る 方 々 の 気 持 ち が 少しでも和 ん でくれ たら 嬉し い " と 作 品 に は 緑 の 多 いもの
を 選 ん でくだ さ いました 。
寄 贈 式 に は 東 吾 妻 町 の 中 沢 恒 喜 町 長 にもご 同 席 い た だ きました 。
きり絵 は 2 階 の 外 科 外 来 前 に 展 示 され て おります。 ご 来 院 の 際 に は ぜ ひご 鑑 賞くだ さ い 。

左 「 夏 の 日 の 午 後 」　 右 「 信 州 、 梓 川 の ほとり」

きり絵画家大塚久枝様より病院へ　作品 2 点を寄贈



吾妻
の医療

を支えて70年

原町⽇⾚フォーラム

2024 4.20 ⼟

0279-68-2711

13：00

第　　回２

参加無料

今回のフォーラムでは⾚⼗字の使命「災害救護」
をテーマにお話しさせていただきます。
会場は東吾妻町役場です。
詳細はお問い合わせください。

開催決定

会場:東吾妻町役場
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